
３．策定体制

（１）市民・団体・事業者の参画

・市民・団体・事業者の意見を計画に反映していく

ため、多様な意見聴取を実施

・市民ワークショップを開催し、羽村市の“宝”

や“未来に残していきたいもの（こと）”など

を、市民同士等の対話の中で検討

◍ 一般市民向け

◍ 子育て世代向け

◍ 若者世代向け

＊そのほかの意見聴取＊

◍ 市政世論調査、転入者アンケート調査

◍ 市長と語る21（町内会・自治会、団体、事業者）

◍ 中学生への意見聴取

◍ 意見公募手続など

１．策定の方向性 ２．スケジュール（予定）

第六次羽村市長期総合計画の策定について

将来のまちの姿（10年後のまちの姿）を決定した上で、その実現のためにどのように
取り組んでいくのか、その方向性や具体的な取組みについて検討していく。

体系イメージ（案）

人口推計、財政推計、

市民意見、

国・東京都の動向、

広域行政（近隣・関係自治体の動向）

災害対策 ICTの活用

行財政運営の
考え方

10年後のまちの姿

感染症対策

10年後の
まちの姿に
なるための
ビジョン

策定作業は、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を講じながら進めていきます。今後の感染状況により、スケジュールや実施内容の見直し・変更を行う場合があります。

（※）ICT：「Information and Communication Technology（情報通信技術）」の略。パソコンやスマートフォン、
タブレット、ロボットなどを使って、情報を伝達し、社会生活の様々な分野で活用すること。
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長期総合計画審議会

市民ワークショップ

市長と語る２１

市政世論調査・
転入者アンケート調査

庁内検討委員会

庁内プロジェクト
チーム（PT）

議会への情報提供

市民への情報提供

人口減少、ＩＣＴ（※）の進展、地方税制度の改正、自然災害の発生など、市を取り巻く環

境が日々変化する中で、今般の新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、地域経済のあり

方や市民生活が今後大きく変化していくことを踏まえ、限られた経営資源を有効に活用し、市

が持続的に成長し続けるため、市の将来のまちの姿（１０年後のまちの姿）（基本構想）を、

市民・団体・事業者と共有し、具現化に向けて取り組んでいく。

市の将来のまちの姿の検討では、羽村市の“宝”や“未来に残していきたいもの（こと）”、市

の強みなどを、対話の中で発掘していく。

◍ 財政推計PT ◍ 進行管理・行政評価検討PT

職員PT

速
報

実
施

＊職員プロジェクトチーム（ＰＴ）＊

若手職員を中心に職員プロジェクトチームを立ち上げ、
10年後の羽村市のまちの姿や、具現化するための取組みな
どについて、市の特性や社会状況の変化を捉え、マーケテ
ィング論などを活用しながら検討していきます。

◍ 市民向け ◍ 子育て世代向け ◍ 若者世代向け

◍ 町内会・自治会 ◍ 団体 ◍ 事業者

＊市民ワークショップ（WS）＊

➊ 一般市民向け
～見つけよう、あなたの理想の未来の羽村～

「羽村市の10年後を考える市民ワークショップ」

羽村市の“宝”や“未来に残していきたいもの（こと）”を洗い出しながら、

10年後の羽村市の姿やその姿を目指してできることを考えていきます。

➋ 子育て世代向け
『おしゃべりCafe in Hamura Zoo
語ろう「羽村の宝！＆

10年後の羽村！」』

家族と過ごす毎日の中で感じてい
る、「羽村の宝！＆10年後の羽村！
」などを、動物公園でリラックスし
ながらお話します。

➌ 若者世代向け

「オンラインで語ろう、
羽村市の10年後」

ウェブ会議ツールを活用し、若者
目線で羽村市の10年後を考えます。
オンラインでのワークショップは初
めての試みです。

まち

（２）策定組織

・市民等で構成する羽村市長期総合計画審議会を設置

・有識者等によるアドバイザー支援

・庁内での検討

◍ 検討委員会 ◍ 部会

◍ プロジェクトチーム（ＰＴ）

①財政計画ＰＴ

②進行管理・行政評価検討ＰＴ

③職員ＰＴ

【企画総務部長期総合計画担当】
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